
北上古川跡
（流路変更以前の北上川）

亀ヶ池

亀ヶ池

鶴ヶ池

鶴ヶ池

鶴ヶ池

中津川

←（至盛岡
駅）大通り

←（至盛
岡駅）菜

園通り

（中ノ橋）→

（
下
ノ
橋
）→

毘沙門橋

WC

WC

WC

WC

櫻山神社

もりおか
歴史文化館

綱門（大手門）跡

鳩門跡

瓦門跡

車門跡

御末門跡

坂下門跡

吹上門跡
鍛冶屋門跡

米内蔵前門（搦手門）跡

冠木門跡

台所門跡

不明門跡

＜内丸緑地＞ ＜内丸緑地＞

本丸

二ノ丸

三ノ丸

榊山稲荷曲輪

帯曲輪

淡路丸
(腰曲輪 )

×

×

× ×

×

×

×

×

×

×

×

××

×

×

道（盛岡城跡公園周辺道）

道（盛岡城跡公園内）

現在の建造物

江戸時代の川・水堀跡

現在の川・池

土塁・傾斜地（江戸時代）

石垣（江戸時代）

櫓の跡地

巨石・岩の露出部分

使用禁止・通行止（2024.07.02 現在）

凡例

三角錐形の立石
　本丸西壁出隅にあ
る三角錐の角石。当
時、石垣を積んだ石工
職人の匠の技だろう
か。

ハバキ石垣
　寛延元年（1747）
に設置された石垣の
崩壊を防ぐ応急処置
の低石垣。藩の財政
状況により修復は叶
わず、ハバキ石垣が取
り付けられた。

淡路丸南西部石垣
　昭和・平成の大修
理で修復された高石
垣。傷ついて新しい石
に交換されたものは
わずか数石だった。

石垣の変遷がわか
る場所

❼：本丸東部石土居
❽：吹上門坂道石垣

　明治時代の公園整
備時に新しく付加さ
れた石垣や、近現代に
修復された部分は、V
字状に積む谷積と
なっている。

城内に残る残念石
　毘沙門橋付近に矢
穴の開いた花崗岩が
残されている。石垣と
して陽の目を見ること
がなかった残念な石。

※石割ケヤキ
　花崗岩の巨大な転
石。石垣と接してお
り、この巨石も天然の
石垣として扱われてい
た可能性がある。
※「史跡盛岡城跡　植栽
　管理基本計画」より
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マップ提供：もりおか歴史文化館（一部改変）
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盛
岡
城
に
は
築
城
当
初
の
江
戸
時
代
初
期
か
ら
、そ
の
後
の
増
改
築
の
間
に
積
ま
れ
た
様
々
な
石
垣
が

良
好
に
残
っ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
の
ひ
と
つ
で
す
。お
城
に
石
垣
が
あ
る
の
は
当
た
り
前
で
、建
物

が
な
い
寂
し
い
お
城
だ
と
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
東
北
地
方
を
見
渡
し
て
も
城
内
の
主
要
な
曲
輪

（
本
丸
・
二
ノ
丸
・
三
ノ
丸
・
淡
路
丸
・
榊
山
稲
荷
曲
輪
等
）を
総
石
垣
で
囲
ん
で
い
る
の
は
珍
し
い
こ
と
で
す
。

　
こ
の
石
垣
M
APを

持
ち
な
が
ら
、江
戸
時
代
の
石
垣
に
思
い
を
馳
せ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
盛
岡
城
の
石
垣
に
使
用
さ
れ
て
い
る
石
材
は
花
崗
岩
で
す
。ほ
か
の
お
城
と
大
き
く
異
な
る
と
こ
ろ
は
石

材
調
達
方
法
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
お
城
で
は
、
遠
く
の
石
材
産
地
か
ら
石
を
切
り
出
し
て
運
ん
で
い
ま
し
た

が
、
盛
岡
城
の
築
城
期
は
城
内
を
整
備
す
る
段
階
で
、
地
中
か
ら
出
て
き
た
花
崗
岩
を
使
用
し
て
い
ま
し

た
。さ
ら
に
盛
岡
城
近
郊
の
丘
陵
地
帯
で
あ
る
日
蔭
山
に
も
石
垣
の
石
材
と
な
る
花
崗
岩
が
分
布
し
て
お

り
、石
垣
造
り
に
は
非
常
に
適
し
て
い
た
場
所
だ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
　
　
　

　
い
わ
ゆ
る
江
戸
時
代
の
地
産
地
消
で
あ
り
、そ
の
証
拠
に
盛
岡
城
の
石
垣
に
は
、双
子
石
と
呼
ば
れ
る
卵

を
輪
切
り
に
し
た
両
側
の
よ
う
な
石
の
組
み
合
わ
せ
が
散
見
さ
れ
ま
す
。こ
れ
は
石
垣
に
使
う
石
材
を
積
む

直
前
に
割
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、遠
方
か
ら
石
材
を
切
り
出
し
、加
工
し
て
運
搬
す
る
必
要
が
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。さ
ら
に
城
内
の
毘
沙
門
橋
近
く
に
は
、現
在
で
も
矢
穴（
石
を
割
る
く
さ
び
を
打
ち
込
む

た
め
に
掘
ら
れ
た
穴
）が
掘
ら
れ
た
石
が
切
り
出
さ
れ
る
こ
と
な
く
残
さ
れ
た「
残
念
石
　
　
」
や
、花
崗
岩

の
露
頭
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
盛
岡
城
の
石
垣
の
特
徴
■

毘
沙
門
橋
周
辺
の
花
崗
岩
露
頭

日
蔭
山
の
花
崗
岩

編
集
・
発
行
：
盛
岡
市
遺
跡
の
学
び
館
　
　
　
　
　
　

〒
020-0866  岩

手
県
盛
岡
市
本
宮
字
荒
屋
13-1

TE
L 019-635-6600　

FA
X
 019-635-6605

印
刷
：
株
式
会
社
阿
部
印
刷
　
　
　
　
　
　

〒
020-0873  岩

手
県
盛
岡
市
松
尾
町
2-2

TE
L 019-624-2242　

FA
X
 019-624-0177

◇
石
垣
の
分
類
◇

　
石
垣
は
、積
み
方
に
よ
る
分
類
と
石
材
の
加
工
方
法
に
よ
る
分
類
の
２
つ
の
分
類
の
仕
方
が
あ
り
、

さ
ら
に
数
種
類
か
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

【
積
み
方
に
よ
る
分
類
】

〇
乱
積
・
・
・
大
き
さ
の
異
な
る
石
で
、横
方
向
の
列
が
乱
れ
て
い
る（
目
地
が
通
っ
て
い
な
い
）
積
み

　
　
　
　
　
方
。盛
岡
城
で
最
も
面
積
の
多
い
積
み
方
。

〇
布
積
・
・
・
同
程
度
の
大
き
さ
の
石
で
、横
方
向
に
列
が
並
ん
だ（
目
地
が
通
っ
た
）
積
み
方
。

〇
算
木
積
・・石

垣
の
コ
ー
ナ
ー
部
分
の
積
み
方
。長
方
形
に
整
形
さ
れ
た
石
を
長
辺
と
短
辺
が
一
段

　
　
　
　
　
ご
と
に
互
い
違
い
に
な
る
よ
う
に
す
る
積
み
方
。
加
重
を
支
え
る
重
要
な
箇
所
。

〇
谷
積
・
・
・
築
石
を
斜
め
に
積
み
上
げ
る
積
み
方
。落
と
し
積
み
と
も
言
う
。主
に
江
戸
時
代
末
期

　
　
　
　
　
以
降
に
見
ら
れ
る
。

【
石
材
の
加
工
有
無
や
加
工
方
法
に
よ
る
分
類
】

〇
野
面
積
・・自

然
石（
野
面
石
）を
加
工
せ
ず
に
積
み
上
げ
る
方
法
。
石
垣
が
登
場
し
始
め
た
頃
か

　
　
　
　
　
ら
使
わ
れ
て
い
た
。

〇
打
込
接
・・石

と
石
の
接
す
る
部
分
を
打
ち
欠
い
て
加
工
し
、隙
間
に
間
詰
石
を
入
れ
な
が
ら
積
み

　
　
　
　
　
上
げ
る
方
法
。

〇
切
込
接
・・
整
っ
た
形
に
整
形
し
た
石
を
使
っ
て
隙
間
な
く
積
み
上
げ
る
方
法
。

イ
ラ
ス
ト
　
か
み
ゆ
歴
史
編
集
部
／
お
城
情
報
Ｗ
Ｅ
Ｂ
メ
デ
ィ
ア
「
城
び
と
」

野
面
積

（
古
）

打
込
接

切
込
接

（
新
）
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で
、横
方
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が
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る（
目
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通
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い
な
い
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積
み

　
　
　
　
　
方
。盛
岡
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で
最
も
面
積
の
多
い
積
み
方
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〇
布
積
・
・
・
同
程
度
の
大
き
さ
の
石
で
、横
方
向
に
列
が
並
ん
だ（
目
地
が
通
っ
た
）
積
み
方
。

〇
算
木
積
・・石

垣
の
コ
ー
ナ
ー
部
分
の
積
み
方
。長
方
形
に
整
形
さ
れ
た
石
を
長
辺
と
短
辺
が
一
段

　
　
　
　
　
ご
と
に
互
い
違
い
に
な
る
よ
う
に
す
る
積
み
方
。
加
重
を
支
え
る
重
要
な
箇
所
。

〇
谷
積
・
・
・
築
石
を
斜
め
に
積
み
上
げ
る
積
み
方
。落
と
し
積
み
と
も
言
う
。主
に
江
戸
時
代
末
期

　
　
　
　
　
以
降
に
見
ら
れ
る
。

【
石
材
の
加
工
有
無
や
加
工
方
法
に
よ
る
分
類
】

〇
野
面
積
・・自

然
石（
野
面
石
）を
加
工
せ
ず
に
積
み
上
げ
る
方
法
。
石
垣
が
登
場
し
始
め
た
頃
か

　
　
　
　
　
ら
使
わ
れ
て
い
た
。

〇
打
込
接
・・石

と
石
の
接
す
る
部
分
を
打
ち
欠
い
て
加
工
し
、隙
間
に
間
詰
石
を
入
れ
な
が
ら
積
み

　
　
　
　
　
上
げ
る
方
法
。

〇
切
込
接
・・
整
っ
た
形
に
整
形
し
た
石
を
使
っ
て
隙
間
な
く
積
み
上
げ
る
方
法
。
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く
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ま
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ま
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と
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盛
岡
城
の
石
垣
を
見
て
い
る
と
、卵
を
半
分
に
輪
切
り
し
た
よ
う
な
２
つ
の
石
の
組
み
合
わ
せ
を
見
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
１
つ
の
石
を
半
分
に
割
っ
た
も
の
で
、「
双
子
石
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。他
の

城
郭
で
は
発
見
例
が
少
な
く
、盛
岡
城
の
大
き
な
特
徴
で
す
。
石
の
形
や
矢
穴
の
数
、形
、深
さ
な
ど
が

一
致
し
ま
す
が
、す
べ
て
同
じ
向
き
で
積
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、斜
め
に
回
転
し
た
り
、逆
さ
ま
に

積
ま
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、普
段
は
石
垣
の
表
面
の
み
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、石
の
一
致
面
は
石
垣
表
面
と
な

り
ま
す
。し
か
し
、令
和
３
年
か
ら
行
っ
て
い
る
三
ノ
丸
地
区
北
西
部
北
面
石
垣
修
復
工
事
に
お
い
て
、

解
体
し
た
築
石
の
調
査
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、側
面
同
士
や
底
面
同
士
で
の
双
子
石
を
初
め
て
発
見
し
ま

し
た
。江
戸
時
代
の
中
頃（
宝
永
２
年
の
石
垣
修
復
工
事
）に
積
み
直
さ
れ
た
石
垣
で
す
が
、積
む
直
前

に
石
を
割
り
、隣
同
士
に
置
い
て
い
た
り
、同
じ
段
や
近
し
い
と
こ
ろ
に
積
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。盛
岡
城
の
石
垣
を
見
る
と
き
は
、ぜ
ひ
新
た
な
双
子
石
を
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
双
子
石
（
ふ
た
ご
い
し
）
」

「
双
子
石
（
ふ
た
ご
い
し
）
」

　
普
請
奉
行
銘
石
と
は
、そ
の
石
垣
を
積
ん
だ
普
請
奉
行
の
名
前
と
石
垣
の
積
上
げ
や
修
復
に
関
す
る

年
月
日
が
刻
ま
れ
た
石
の
こ
と
で
す
。

　
「
三
ノ
丸
北
西
部
北
面
」
、「
二
ノ
丸
南
西
側
西
面
」
、「
淡
路
丸
南
西
側
西
面（
吹
上
坂
）」
の
３
ヶ

所
に
存
在
し
て
い
ま
す
が
、現
在
、目
視
で
き
る
の
は
三
ノ
丸
と
二
ノ
丸
の
２
つ
の
石
で
す
。
淡
路
丸
の

奉
行
銘
石
は
明
治
に
入
り
、岩
手
公
園
開
園
時
（
明
治
39
年
開
園
） の
坂
道
嵩
上
げ
で
地
中
に
埋
も
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。江
戸
時
代
に
は「
城
は
幕
府
か
ら
の
借
り
物
」と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
の
で
、奉
行
と
は

い
え
一
家
臣
で
あ
り
、大
名
で
な
い
者
の
名
前
を
刻
ん
で
い
る
こ
と
は
全
国
的
に
も
非
常
に
珍
し
い
こ
と

で
す
。

普
請
奉
行
銘
石

普
請
奉
行
銘
石

ふ
し

ん
ぶ

ぎ
ょ

う
め

い
い

し
ふ

し
ん

ぶ
ぎ

ょ
う

め
い
い

し

　
い
ま
私
た
ち
が
見
て
い
る
石
垣
は
、
築
城
当

初
か
ら
こ
の
よ
う
な
姿
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
本
丸
南
西
部
石
垣
の
解
体
修
復
工
事
の
最

中
に
、石
垣
の
中
か
ら
一
回
り
小
さ
い
石
垣
の

隅
部
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
石
垣
は
盛
岡

城
１
期（
築
城
期
）の
も
の
で
、そ
の
後
の
本
丸

を
拡
張
す
る
際
に
、１
期
の
石
垣
を
そ
の
ま
ま

覆
う
よ
う
に
し
て
石
垣
が
築
か
れ
ま
し
た
。

（
現
在
は
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。）

石
垣
の
中
か
ら
石
垣
が
！
？

石
垣
の
中
か
ら
石
垣
が
！
？

三
ノ
丸
南
東
部
石
垣
　
　

三
ノ
丸
東
部
石
段
脇
石
垣
　
　

解
体
石
垣
１
段
目
の
隣
り
合
っ
た
築
石

矢
穴
一
致
状
況

石
垣
内
部
か
ら
発
見
さ
れ
た

盛
岡
城
1
期
の
埋
没
石
垣

※
貞
享
三
年
（
16
86
年
）

※
宝
永
二
年
（
17
05
年
）

　 　 　奥 寺 八 左 衛 門

奉 行 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　野 田 弥 右 衛 門

貞 享 三  丙 寅 歳  三 月 吉 日

寶 永 二  乙 酉 歳  九 月 二 日

　 　 　野 田 弥 右 衛 門

奉 行
　 　 　川 守 田 弥 五 兵 衛

2
期
・
4
期

石
垣

2
期
盛
土

や
あ
な

つ
き
い
し

ほ
う
え
い

ふ
き
あ
げ
ざ
か

か
さ
あ
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つ
き
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し
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